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救助工作車 (Ⅲ型） 消防本部　高度救助隊
狭隘道路が多い地域の特性上、車両の全長を最小限に抑える一方で、緊急消防援助隊出動等の
長距離移動時の車内空間を確保するため、通常の乗車スペースより、後方に約12㎝広い空間を
設けているのが特徴です。車両側面には、泉州南の「S」をモチーフに「救助を求める人のもと
へ素早く駆けつける」「必ず家族のもとへ帰る」という意味を込め、「ツバメ」を描いています。

車名：日野
通称：救助工作車（Ⅲ型）
シャーシ型：２KG－GX２ABA
全長：7.62ｍ
全幅：2.36ｍ
全高：3.19ｍ
ホイルベース：3790ｍｍ
配備年月日：平成31年３月１日
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東大阪市消防局

東大阪市消防局では、長らくコロナ禍
で見合わせていた高齢者宅を対象とする
火災予防講習会を、２月26日（月）に３年
ぶりに実施しました。
例年、建物火災の中でも上位を占める
住宅火災。特に高齢者宅で火災が発生し
た場合は、死者が発生したり全焼にまで
至るケースが多いのが現状です。高齢で
体が不自由なことから火災の発見が遅れ
る、通報や初期消火が出来ないといった
ことが原因だと思われます。
令和元年７月にスタートした本講習会
は、高齢者宅で発生しやすい火災事例や
対策についてホームヘルパーの方々など
に受講していただき、高齢者を介護されて
いるご家族にもお伝えすることで、これに
類する火災の減少に繋げたいと考え企画
されたものです。コロナ禍が明け３年ぶり
の開催となりましたが、講習に参加された
方から「実際の映像を見て、火災の恐ろし
さや、注意すべき点がよく分かりました。」
「高齢者だけではなく、自分の家でも気づ
ける点がたくさんありました。」等、多くの
前向きなご意見を頂きました。

忠岡町消防本部では、堺市総合防災セ
ンターで行われる「第52回消防救助技術
近畿地区指導会」の出場隊員を決めるべ
く、５月22日（水）に署内選考会を実施し
ました。
４月から約１か月間にわたり、先輩達の
指導を仰ぎ仲間達と共に切磋琢磨しなが
ら、署内選考会に向けて集中力を高め
日々訓練を行ってきました。選考会当日の
出場隊員にあっては、日頃の訓練成果を
遺憾なく発揮することができ、活気ある選
考会となりました。その結果、日本一小さ
なまち忠岡町からも、はしご登はん２名、
ほふく救出１組の出場が決定しました。
残りの限られた時間の中でさらなる技
術の向上に努め、指導会への出場が決ま
った隊員にあっては、今回出場が叶わなか
った隊員たちの想いも胸に、千葉県で開
催される全国消防救助技術大会への出場
を目指します。

高齢者宅を対象とした火災予防
講習会を実施

忠
岡
町
消
防
本
部

「
救
助
技
術
指
導
会
」に
向
け
署
内

選
考
会
を
実
施
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池田市消防本部
子どもたちに楽しく花火指導

池田市消防本部では、毎年６月と７月
に市内保育園・幼稚園に出向いて花火指
導を実施しています。内容は職員による寸
劇、防火DVDの上映、おもちゃ花火の体
験等で、今年は33施設で実施します。
職員による寸劇は年々改良されていま
す。「この花火の遊び方は〇？×？」と園
児たちに問いかけ、自ら考えて返事をして
もらうことで、より防火意識が根付くよう
にしています。園児たちが元気な声で正解
を言ってくれる様子に、こちらもパワーを
もらっています。
実際に園児たちがおもちゃ花火を体験
した後、先生たちには園児たちの声援を
受けながら水消火器での消火訓練を行っ
ていただき、最後に施設の査察を実施し
ます。
ほんの少しではありますが、幼児教育に
関わり、防火について伝えることができる
貴重なこの時間を有効に活用できるよう、
花火指導を継続していきます。

令和６年４月に「吹田市総合防災セン
ターDisaster Reduction Centre Suita
（通称：DRC Suita）」を開設しました。
この施設は、消防機能のほか、市長部
局の土木部行政機能及び教育センター機
能で構成されています。市役所本庁舎の
災害対策本部の代替機能も有しており、
災害時は本市北部の災害活動拠点となる
複合施設です。
低層の１階から４階に北消防署と中消
防庁舎を機能統合した消防機能を持たせ
る一方、５階部分には「北大阪消防指令
センター」を設置しました。豊中市・吹田
市・池田市・箕面市・摂津市の５市に豊能
町と能勢町の２町を加えた、人口約114万
人のエリアを管轄しています。
阪急電鉄千里線南千里駅のホームから
消防訓練エリアを直接見渡せるという立
地を生かし、訓練エリアはできるだけオー
プンな構成とし、市民の防災意識や安心
感の向上に寄与することも目的の一つと
なっています。

吹田市消防本部
吹田市総合防災センターが完成
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西区

田中 利則 
社員一同、日頃から防

火・防災意識を持ち、各役
割を正しく認識することが
万一の災害等による人的物
的被害を最小限に止め得
る備えになると理解し、い
つ何時も安全を最優先し
業務に努めております。

令和５年度西区女性防火クラブ役員会

　
吉
川
化
成
株
式
会
社
は

「
そ
の
構
想
を
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
現
実
に
す
る
会
社
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
本
社
の
あ

る
鶴
見
区
を
は
じ
め
、
日
本

国
内
で
10
拠
点
、
海
外
に
５

拠
点
を
構
え
て
い
ま
す
。
主

に
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
家
電
製
品
や
自
動
車
内

装
部
品
、
医
療
器
具
な
ど
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
製
造

を
行
っ
て
お
り
、
日
本
の
も

の
づ
く
り
の
優
良
企
業
と
し

て
数
々
の
受
賞
歴
の
あ
る
会

社
で
す
。

　
鶴
見
自
衛
消
防
協
議
会
に

昭
和
49
年
に
加
入
さ
れ
て
以

降
、
多
く
の
協
議
会
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
協
議
会
の
運
営
発
展
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
2
年

に
１
度
開
催
さ
れ
る
自
衛
消

防
技
術
練
成
会
で
は
、
事
前

訓
練
か
ら
積
極
的
に
訓
練
を

実
施
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

常
に
高
い
危
機
管
理
意
識
を

持
っ
て
自
主
防
災
に
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
鶴
見
消
防
署

に
と
っ
て
大
変
心
強
く
、
当

協
議
会
に
欠
か
せ
な
い
事
業

所
で
す
。

　
西
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
平
成

3
年
に
結
成
し
、
今
年
で
33
年
が

経
過
し
ま
す
。
西
区
の
14
連
合
の

女
性
会
長
が
、
各
支
部
の
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
支
部
委
員

長
を
兼
任
し
、
各
連

合
会
館
や
消
防
署
で

実
施
さ
れ
る
防
火
・

防
災
訓
練
へ
の
参
加
、

そ
の
他
研
修
会
の
実

施
な
ど
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
喜
多
村
操

委
員
長
は
4
代
目
委

員
長
と
し
て
、
平
成
28

年
度
よ
り
今
日
に
至

る
ま
で
最
前
線
で
ご

活
躍
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
そ
ん
な
喜

多
村
委
員
長
の
永
年

の
ご
活
躍
に
対
し
、

令
和
５
年
度
大
阪
府

防
火
ク
ラ
ブ
大
会
に

お
い
て
「
大
阪
府
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
会
長
表
彰
」
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
に
際
し
て
喜
多
村
委
員
長

か
ら
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
西
区
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
の
理
念
で
も
あ
る

『
家
庭
か
ら
の
出
火
防
止
』
『
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
』

を
達
成
す
る
た
め
、
一
層
の
地
域
団

結
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
」
と
の
心

強
い
言
葉
も
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
西
区
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
は
消
防
局
と
力
を
合
わ
せ
、

西
区
の
防
火
・
防
災
に
努
め
ま

す
。
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